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日本リーグの発展構想

振興会としてはＪＢＬに全面的協力を表明しているが、冨士理事長が加藤会

長と懇談の際に、ＪＢＬの発展構想として機構の理念と御就任の際のご挨拶の

転載をお願いし了承を頂いたのでここに掲載し、多くの方々のご理解を深めた

いと考える。

ＪＢＬ／日本リーグ機構の理念

1．エキサイティングな試合で観客に夢と感動を提供

いつ見ても、また見たいと思うスリリングでエキサイティングな試合と、そ

の環境作りでバスケットファンや国民に夢と感動を提供する。

2．地域社会の発展・振興に貢献

バスケットボール競技の健全な普及と発展で地域社会の活性化振興に貢献し、

地域社会文化創造に寄与する。

3．国際社会での地位向上と文化交流に貢献

スポーツは世界共通語であり文化である。バスケットボールを通して国際親

善と国際交流に寄与する。

4．企業でのスポーツ育成・振興に協力

日本リーグの事業性確立で企業理解の浸透を図り、バスケットボールの社会

的地位向上を目指すと同時に、日本のトップレベルの選手・指導者に対し、企

業側の支援・協力を得られるよう努力する。

ＪＢＬ加藤会長就任披露パーティーご挨拶

（１９９６．９．１１）

ただ今ご紹介いただきました加藤でございます。

本日は大変お忙しいなか、メンバー各企業のトップ及びマスコミの方々をは

じめ、この様に多くのバスケットボール関係者にお集まりいただきまして、誠

に有難うございます。
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折しも20年振りのアトランタ五輪での全日本女子チームの快挙の興奮覚めや

らぬこの時期に、伝統と歴史のあるバスケットボール界、その中でも特に中核

をなすＪＢＬ日本リーグの初代会長に就任させていただきますことは、私にと

りまして、誠に光栄の至りでございます。私自身、過去７年間にわたる日本協

会副会長としての経験を生かし、今後の日本リーグの発展と日本バスケットボ

ール界の復興に全力を尽くす覚悟でございますので、どうぞ皆様のご支援。ご

協力を宜しくお願い申し上げます。

さて日本のバスケットボール界も、全日本女子のアトランタ五輪の活躍や、

昨年福岡で行われましたユニバーシアードでの、男子チームの銀、女子チーム

の銅メダル獲得と、世界の槍舞台で画期的な活躍をなし、益々今後の発展を見

通せるものと期待を大きく膨らませるものでございます。

一方、国内でも、ミ二から一般クラプチームまで３万以上のチームが登録さ

れ、指導者父兄等関係者を含めて、大変大きな組織となっております。また、

ＮＢＡ公式試合の国内開催や、衛星放送の普及、更にストリートバスケットや

マンガ雑誌等で、一般にも広く理解され、様々な分野で多くのバスケットボー

ルファンを獲得するに至りました。特に若年層を中心としながら、国内でのバ

スケット熱も上昇気流に乗っており、日本のトップである日本リーグの動向に

注目が集まるのも必然でございます。

その様ななか、日本リーグも30年の歴史を重ねてまいりました。先人達や諸

先輩方のご尽力により年々発展し、国内におきましても確固たる地位を築き上

げ、日本のバスケットボール界発展にも大きく貢献してきたことも史実でござ

います。これも偏に日本協会と日本実業団連盟をはじめ諸先輩方の払われたご

努力の賜であると深く敬意を表するとともに、この場をお借りして感謝申し上

げる次第でございます。

しかし、こうした輝かしい日本リーグの歴史の前に、解決していかねばなら

ぬ課題も数多く山積しているのも現実でございます。更に、スポーツを取り巻

く環境や、企業にとっての経済環境も依然厳しく、企業チームとしてのバスケ

ットボールの社内的立場や社会におかれた位置もまだまだ不安定で低く、球界

挙げて存続をかけた状態でございます。またスポーツ界独特の体質のなかで、

我々バスケットボール界は、他のボール競技団体に比べましても、大きく遅れ

を取っているようにも思われます｡

正にその復興の為には、中核をなす日本リーグの活性化しか道は残されてい

ないと言っても過言ではございません。新生ＪＢＬが過去の体質を打破し、新

たな事業展開のなかで活性化された球界を目指さなければならないと考えます。

斬新なアイディアと若い人材を結集し、将来の日本リーガーを目指す現役選手
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達に大きな夢を創っていく、活気のあるＪＢＬにしていきたいと考えておりま

す。日本のバスケットボール界全体の発展に貢献することが、ＪＢＬとしての

使命の一つであり、バスケットボールを愛する多くのファンと日本リーグ参加

企業に対する責任であると考えます。

それと同時に、全国のバスケットボール関係者の悲願である男女アベックで

の五輪出場の夢を、日本協会・関係連盟と力を合わせて実現させるべく活動す

る所存でございます。２１世紀を目前にして、今この時に一歩を踏み出さなけれ

ば、バスケットボール界に未来はないと、私自身が決意して臨むものでござい

ます。

ＪＢＬトップとしての私の考え方は、先ず何と申しましても、日本リーグを

事業化することにより、バスケットボールの社会的地位向上を目指すことでご

ざいます。その為にも日本のバスケットボール界の頂点である日本協会と、そ

れに加盟する各団体との確固たる友好・協力関係を構築しつつ、世界における

トップレベルの技術の獲得・維持を図り、日本のバスケットボールの健全な普

及と発展に寄与すると同時に、地域社会の発展・振興にも貢献してまいりたい

と考えております。

これらを実現する為には、まず、責任事業集団として、財政及び人材基盤、

特に事務局専任スタッフ化及び各分野からの専門家の登用による事務局機能の

強化が急務でございます。つまり、スポーツビジネスとしての商品価値を高め、

経済活動の活性化を通して、球界の体質改善をすることにより、バスケットボ

ールの社会的存在を早急に確固たるものにしていかねばならないということで

ございます。また、国際的にもＦＩＢＡ・ＡＢＣ或いはＮＢＡとも連携しなが

ら、ビジネスとして適正な評価を受けられるようにしていかねばならないと思

います。

更には、２１世紀に向け、ＪＢＬとして一刻も早く地域社会を含め、世論及び

参加企業各社に納得・理解していただける明確なビジョンを提示していくこと

でございます。チーム・行政・財界・マスコミとの四者一本化での運営により、

より社会性を高めるとともに特に地域と密着した運営による地域振興にも力を

入れるべきだと考えております。

そして将来、全国で日本リーグを目指すバスケットボールプレイヤーに夢を

実現してもらえるバスケットボール専用アリーナの建設をしたいと、我々の夢

も大きく膨らむものでございます。

ご参集の皆様とともに、それらの夢を一歩一歩実現すべく努力してまいる所

存でございますので、今後ともご指導。ご鞭漣の程、宜しくお願い申し上げ、

私の就任のご挨拶とさせていただきます。有難うございました。
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会員からの一言

随想

特別顧 問

井上陽

此の頃は、長生きの秘訣は何か、と聞かれるように

なり、わが人生の終着駅も余り遠くはないか、と改め

て思いしらされている所です。此の長い生涯、８５年で

すが、色々ありました。関東大震災では、被害甚大の

鎌倉の浜で遭遇したものの、運良く助かった。第二次

大戦の勃発時には印度のカルカッタで三菱商事支店に

勤務。突然、転任招令が来たのが、ベルリン行き。シ

ベリア鉄道二週間の旅で、モスクワ、ワルショウ経由、

やっとの事でベルリンに着いたのが、独ソ開戦の直前

であった。ベルリンでは、ヒットラー総統の獅子呪を

聞かされ、日本国敗戦の時は中立国スエーデンに居り、

遂に銃弾を被たる事無くして、この大戦を生き残った

幸運者の一人であった。と想いおこしています。

苦労と謂えば、スエーデンから船で二ヶ月かかって

帰国して早々、ＧＨＱの逮捕状が来て、スガモプリゾ

ンに六ヶ月にわたった幽閉の身となった事ぐらいでは

なかった、力､と思う。

併し、何と云っても、わが生涯一番の想い出、且つ

は、誇りと思っているのは、旧制成践高校に在学中、

昭和６年、実に60有余年前の昔話ではありましたが、

バスケット全日本綜合で優勝をはたした事でありまし

ょう。

予選の決勝では、当時バスケット界の雄、立教大学

を破り、本選に入って其の決勝戦では牧山、森沢さん

等の名選手を擁していた早大をも、まさかの連破をは

たし、結局は高校チームの成躍が、全日本の制覇をは

たす事となった。当時の新聞は『高校の単独チームに

して全日本を制す。今後とも二度とは無いであろう偉

業なり』と。まさに其の通りであったと思う今日この

頃ではありませんか。

－－
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バスケットボール

礼賛記

特 別 顧 問

森淫誠

私は豊島師範附属小学校、開成中学校、早大理工学

部電気工学科を卒業し、学友も相当多いのですが、最

も多いのはバスケットボール関係の友人です。

早大昭十会の記念ネクタイピンを数十年間も愛用し

ています。「高明菖座」という彫刻がしてあり、この

言葉が好きだからです。

自分は未熟であるが、自分の周囲には立派な友人が

満ち満ちていて、人生を豊かにして呉れるという意味

です。

早大時代は極東大会で日本代表チームに選んでもら

い、卒業後就職先、名古屋の大同製鋼ではバスケット

ボール部を作ってもらい、戦後は愛知県協会の理事長

を、上京後は、早大の監督や日本協会で大庭理事長の

もと副理事長を命ぜられ、第三回アジア大会や、アジ

ア選手権大会及びローマオリンピック等で、日本選抜

チームの監督をさせてもらい、早大以外に他の大学の

先輩、後輩にも多くの高明を得ることが出来、８６才の
今日も楽しい人生をバスケットに感謝し乍ら送ってい

る次第です。従って私の人生感の多くはバスケット生

活から、にじみ出たものです。

－あらゆる学修の成果は基礎の充実にあり

二目的意識を持てば最短距離を歩み最小時間で最大

効果が得られる。

三一日一日のコンディション作りが健康長寿の秘訣

四実行を体得するまでは知っていると言えぬ

五良い指導者は良い設計図を持つ

等、バスケットのお陰で、この様な信念も出来まし

た。

又私は読書が好きです。読書により自分の考えの整

理が出来ます。バスケット生活で得た経験をフィルタ

ーとして共鳴出来る部分だけをいただいています。こ

のことも礼賛記に追加しておきましょう。

－１０ －



ペル｡リマの

世界選手権に出場

顧,問
浅野義尋

1964年東京オリンピックの年の４月、日本女子バス

ケットボールチームが初めて今問題のペルー・リマの

世界選手権に出場したのです。費用の関係（航空運賃
の一部体協、他の全額会社負担）等から最強チームが
編成できず全日本優勝の三菱電機単独、コーチの小生
は世界の情報皆無での参加でした。

予戦では隣国のチリの大応援大合唱に惜敗、ソ連の

平均身長186cm対160cmでは大人と子供。下位リーグ
では善戦しチリに勝ち韓国に次ぐ第２位で総合９位。

多くの強化費を使っての男子の10位に対し、強化費
「０」での９位との比較に恩師の吉井さんと言い争っ

たのも今ではなつかしい思い出。リマの日本人会の暖

かい歓迎と大使館公邸レセプションでの焼鳥のおいし

さを思い出すにつけ、人質事件の早い解決を願わずに

はいられない。

三菱電機の監督コーチを21年務め、現在は瀧谷富山
高のコーチと大学・高校のクリニックに走り廻ってい
る日々です。

オリンピックでの女子の活躍には心から拍手を送り

たい。女子バレーに比しての好成績にもかかわらず報

道も少なく、ビックケームの全国向の実況もない。マ
スコミでのタイミングの良いＰＲ広報こそ将来への大

きな投資と言えるのではないでしょうか。一方成長の

著しい中学時での正しい指導特にシュートカを軸に攻

撃力（ポデイコントロール、ボールコントロール等を
含め）を確実に身につけること、即ち指導者の適確な
指導を願うのは私一人ではないと思う。

韓国での親善

試合の思い出

顧問

猪野光威

大韓民国、近くて遠い国といわれた頃。1973年、大

学バスケットボールの招待を受けました。うれしかっ

たですね。

私達の大学が関西では最初に国境を越えたチームと

なった訳です。

当時韓国では全土に戒厳令が布かれ、市内の主要場

所には銃をもった兵士が立っていたことを思い出しま

す。社会生活は発展途上で、生活環境は日本との差は

十年以上はあったように思います。

一般の人は外国との交流はなく、特に地方都市では

大きな娯楽もなかったようですが、そこに日本チーム

が試合にきたということで、練習コートにまで大勢の

観客が来るありさま、町には韓日親善試合の宣伝カー

までくりだしていました。

そんな関係で試合会場は超満員、観客はコートの一

米側までおしよせ、選手席にまでせまるありさまで観

客は選手の一挙手一投足に大歓声をあげていました。

審判員がケーム中観客を跳び越えて走っている場面も

ありびっくりしましたね。ソウルでは対戦大学の学生

全員が応援に参加しています。そのリーダーの総轄的

応援ぶりには只々感服した次第です。

このような応援風景は日本では先ず見ることはない

でしょう。

バスケットボールは韓国の国技とまでいわれていま

すが、国民的感情か、特に日本人に対しては徹底的に

勝負に拘りましたね。

通称愛国審判といっていましたが厳しいジャッヂを

していました。私達チームも常に厳しいプレーを演じ

納得のいく内容で12日間日韓親善を無事終了すること

ができました。

お陰で私は韓国誌球協会の多くの方々と親交を得現

在も交流を深めております。

あの時から25年の歳月、日韓のバスケットボールは

どう変遷したことか。

提言

スポーツ界のドリーム競技、バスケットボール、そ

れが日本ではなぜマイナー的存在なのか、私は陸上競

技出身ですが、色々なスポーツを指導してきましたが、

特にバレーボールには深い関係がありました。監督時

代の苦慮期、ある学者から、次の一言を厳しく伝授さ

れました。

「教育以前の教育を忘れてはいけない。」

一’’ 一



高専バスケット
ボール競技

顧問
上野暗弘

鶏
丙＝

まず工業高等専門学校（以下高専と略）の特徴につ

いて触れます。

高専は全国に62校設極され、中学校を卒業した１５歳

の若年の学生を受入れる学校で、１５歳から20歳までの

５年間にわたった工業技術者を養成する教育機関です。

少年が青年になる時期で、肉体的にも精神的にも大

きく発達し変動の激しい年代に当たり、指導上には大

変難しい面もあります。

従って、工業高等教育機関と言われますが、単に技

術や専門知識を身につけさせるばかりではなく、人間

形成の面も重視しています。

特に、課外活動は正課教育に匹敵する重要なものと

考えており、卒業後の将来実践的技術者として必要な

社会人として欠かすことはできないことです。

各高専ではクラブ活動は学生会が中心として活動し

ておりますが、学生主事の指導のもとに、その振興に

力を入れています。

学生会の組織は、大学の自治会などとは異なり、学

習の一部として、その基本的なものは、あくまでも学

生の自主的意識であり、また教員の熱意と努力によっ

て推進しています。

課外活動には体育系と文化系があり、体育系クラブ

は、大学や高校と較べてその数が少なく、他の学校と

の交流の機会も極めて乏しい。しかし、体育系の活動

を振興するために昭和41年に全国高専協会を組織して、

全国８ブロックに区分けして、それぞれ地区大会を行

い、毎年地区大会で優れた成縦を揚げた高専を集め、

８月に全国高専体育休会を開催をしています。

バスケットボール競技においては、専体協と日本バ

スケットボール協会との共催として開催しております。

競技方法としては、全国８地区から12チームを選出し

て、四ブロックに分けリーグ戦を行い、各ブロックの

１位を選出し決勝トーナメント戦を行い順位を決定す

る方法で開催しております。

今年度は、第３２回大会を北陸地区担当で、８月９．

１０日の２日間金沢市総合体育館で開催することになっ

ています。

技術面においては、高校選抜大会のベスト８程度の

実力と思っています。しかし、各高専には優秀な選手

がおりますが、残念なことに専門的指導者が少なく、

一同に会して練習時間が取れず苦慮している状態です。

本大会を盛り上げるためにも顧問・選手の努力に期

待し、より一層のレベルアップに努めなければならな

いと考えています。

昔とった杵柄

顧問

梅戸仁

も早、バスケットとは偶のＯＢ会ぐらいのご縁しか

ないものと思っておりましたが、昨春以来振興会から

お話やら、某大学の創部50周年のお招にあずかるなど

俄かに騒がしくなり、加えてＢＳでＮＢＬを観るに及

びストックトンのプレーに酔い始めた今日此頃です。

雀百まで何とやら、バスケットへの未練絶ち難いと

は申せ、果して振興会のお役に立つのかどうか甚だ心

もとない次第ですが、少しでもご恩返しの真似ごとを

させて頂けたらと願っております。

戦後、学制改革で新制大学が発足したのが確か昭和

24年、それぞれの母体の旧制の大学・高専を土台に新

制大学が誕生、運動各部も伝統を引継いだり、新しく

結成されたりして参り、新しいリーグを作ろうという

ことで、その結成に参画させて頂くことになり、足繁

くお茶の水の協会に出入りさせて頂き、新リーグのみ

ならず各種大会のお手伝いや、審判委員会にも出席さ

せて頂き、笛も吹かせて頂く様になりました。卒業後

銀行に就職、当時関東実業団リーグ二部迄昇りつめま

したが、如何せんメンバーの職場は夫々離れており仕

事も多忙を極めていたので、ウイークデーのケームの

多くは参加出来ない状況が続き不本意な結果を辿って

おりましたが、幸か不幸か名古屋に転勤になり、太田

さん・横竹さんのお誘いでセントラルクラブで遊ばせ

て頂きはしましたが次第に疎遠になり、東京に戻って

からはポールを追うどころか笛を吹く機会も無くなっ

ておりました。

今ではＴＶでの観戦とＢ・Ｂ誌を読ませて頂き、現

状把握に努めておりますが、昔とった杵柄、ＴＶ観戦

中「今のは歩いているぞ」とか「あのドリブルのハン

ドリングはダブルドルブルで何故吹かないのかな」な

どと一喜一憂している有様です。

寝ていた子がどうやら起き始めたようですが、少々

寝ぼけているかも知れませんが宜敷くお願い申し上げ

ます。
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第二次大戦の

直っ只中から現在まで

顧問

加藤賞

平成９年１月12日常陸宮御臨席の場で日本協会の表

償を頂いたことは誠に嬉しい事でした。思い起こせば

私の成践高校時代、京都大学時代は第二次世界大戦の

真っ只中に有り、物資の極端な欠乏の中で、戦争に出

陣を目前にして、死と向かい合った状態の中で、尚且

つ将来に望みを持ちつつ打ち込んだバスケットボール

は現在のプレイヤ－諸君には想像も付かないことでし

ょう。昭和21年、まだまだ多くの人が帰逓されていな

いときに、戦後初めての東西対抗戦が行われることに

なり、私も東軍に参加させて頂き、焼け残った竹早高

校の体育館で、牧山圭秀さんが監督で練習をし、西宮

のコートで岩尾隆一監督率いる西軍と戦い勝利したこ

とが思い出されます。その後仕事の都合で神戸に移り、

神戸学士クラブに所属、昭和23年、新潟でオールジャ

パンに優勝して初めて天皇杯を頂きました。

昭和25年以来浜松に移り住み、静岡県バスケットボ

ール協会のお手伝いや、地元高校や中学の生徒とバス

ケットボールをやりながら現在に至っています。

最近のバスケットボールは昔とは随分変わって来て

います。日本の選手の体格もどうやら外国選手に劣ら

ないように見えますが、体質、運動能力の点では相当

見劣りがするように思います。幼児期からの競争精神

の育成と基礎能力の向上に勤めるべきだと思います。

日本にも早くプロバスケットが誕生することを楽しみ

にしております。

日本ﾘｰについて一言

一ﾁｰﾑが多すぎる一

顧問

国 松 健

太平洋戦争も末期近くに応召を受け、職場（京都簡

易保険支局）のアウトコートで送別試合をしてもらっ

て軍隊に入った私。そんな者がまだ京都バスケットボ

ール協会、実業団連盟の役員の席を汚しております。

京都実業団連盟の創設に努め、主として京都の実業

団チームのお世話をするとともに、バスケットボール

の普及、底辺の拡大に努めて来ましたが、どれ程役に

立ったやらという思い。

そんな中から昨今、日本リーグについて思うことが

あります。京都は第一回大会から毎回開催をしてきま

したが、パスしようかと議論したこともありました。

それは日本リーグは国内最高のプレーが見られるとこ

ろから、バスケットボールの普及、発展のためにも、

根強いファンのためにも、是非開催をしたいと思う一

方、お客さん（高校生、中学生と愛好者）の目も肥え

ており、好カードには観客が集まり、レベルの低いカ

ードだと客集めが大変で、地方協会では、赤字運営も

ならず、協会役員やら、登録チームに入場券の販売を

割り当てて運営をしなければならないのが実態。

これは、日本リーグのチームが多すぎるからで、原

価の高い売れない商品を抱え、地方で捌こうとしてい

るのと同じであり、このままでは破綻するのは必定と

思います。

多く作って、多く売るのではなく、人気商品を作り、

お客さんの欲望を高めてワシと売り出す方策をとらな

いと、と思いますが、如何でしょうか。
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バスケット

ボールに思う

顧問

佐伯正博

昭和の始め頃より、ほとんどの学校の校庭には、バ

スケットのゴールがあった。しかしほとんど使われて

いなかった。しかし最近は小学校にも立派な体育館が

出来、又町角でもストリートバスケットに興じる若者

の姿を目にする様になった。特にアメリカのプロの放
映がそのスピードと華麗なプレイが現代のテンポとマ

ッチし大いにブームになる事と思われる。そして子供

達のバスケットボールへのあこがれがバスケット人口

の増加につながり、今后大いに期待されるものと思わ

れる。

しかしこの虎久しく男子バスケットはオリンピック

出場もままならず世界のＢクラスに低迷している事は
真に残念でならない。

最近あらゆるスポーツの分野で学生スポーツの凋落

がさけばれている。特に団体球技スポーツでの社会人

との間にその差が顕著にあらわれ、外人選手の問題は

あるにせよ、バスケットボールも例外でなくなってし

まっている。

昨年の全日本学生選手権の試合でも、ただ身長だけ

は大きくなった選手が、自分のペースでコートを行っ

たり来たりするだけで、バスケットボールの醍醐味で

あるダイナミックなスピード、体をぶつけあうリバウ

ンドとルーズボール。必死になってボールを追いゴー

ルを目ざす勝利への闘争心等、ほとんど見うけられず、
まことに迫力をかくプレイに終始している事は残念で

ならない。

特に目立つ事は可能性に対しひたむきにチャレンジ

する姿勢が全く見うけられない事は寂しい限りである。

ポールが落ちて来てから取りに行くリバウンド、ボー

ルを取ってからどうするか考えるオフェンス、相手が

動いてから動き出すディフェンス等々後手後手のプレ

イが目につく。バスケットボールの面白さは、次に展

開するであろう何通りかのプレイを先き取りし、その

時の変化に応じ一番適切なプレイを瞬時に判断し実行

にうつす事であり、常に前向きに闘志を持ってチャレ

ンジする事がそのプレイの楽しさと深さを造る事であ

ろう。そしてそれが体力、技術、気力の上に成り立っ

てこそ、一流の選手であり、一流のチームであり、又

バスケットボールの喜びではないだろうか。そしてそ

の様な事を基本にふまえ一歩一歩過程をおって指導す

る、よき指導者の育成が急務ではないかと思われる。

精神面、技術面を含め自ら勉強し情熱を持って若者

を指導するよき指導者がぜひ多数そだってほしい事を

熱望する次第です。

又選手も自ら志を立て、自ら勉強し、自ら苦労し、

のびのびとそしてバスケットの中に喜びを見出し一層
の力をつけていただきたい。

より早いスピードとその変化、より正確なプレイと

シュート、そして旺盛な闘志の下、日本のバスケット

ボールを確立し、いつの日かオリンピックボールに日

の丸の上る事を夢見る思いである。
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自己紹介

顧問

坂上季男

私がバスケットボールに出会ったのは中学２年の時

でした。コーチもなく勝手にゲームをして楽しんでい

ましたが、1945年、高校２年の時の国民体育大会兼イ

ンターハイを授業をさぼり、芝のスポーツセンターに

観戦に行きバスケットボールの魅力に取付かれてしま

いました。

急速、東京教育大学に進路変更しましたが、超高校

級と言われる選手の中で、東京の１回戦チームの選手

が一緒にプレーすることは出来ませんでした。何とか

努力がむくわれ３年でやっとｌ軍に入り、ベンチに入

れるようになりました。４年では関東大学選手権優勝、

リーグ戦三校（教育大・立教大・日本大）優勝、全日

本総合選手権大会は糸山・坂上・川井・衣川のメンバ

ーで初優勝しました。

卒業後は公立高校の教員となり、高校バスケットの

発展にと東京高体連常任委員、1965年より副部長を務

めました。1970年～1990年まで全国高等学校体育連盟

副部長を務めましたが、第２回全国高校選抜優勝大会

から全国高体連の独立採算制で行い、多くの批判を受

けながらも軌道にのり黒字分は全国各ブロックの選手

強化費としてお配りすることが出来るようになりまし

た。主管の東京高体連の先生方には大変ご迷惑をおか

けしましたが、現在の選抜大会があるのも先生方のご

協力の賜ものと感謝しております。この大会のテレビ

放映、新聞報道が思うように行かなかったことが残念

でなりません。ＴＢＳテレビはラクビーに取られ、テ

レビ朝日はゴルフ優先と断られ、テレビ放映なしが何

年か続き、テレビ放映を希望する声が高まり、１２月な

らテレビ朝日が放映出来るということと、選手強化を

含めて12月開催を決断しましたが、高体連の猛反対に

あいました。今はすっかり定着している大会を見ると、

複雑な思いがいたします。

日本バスケットボール協会理事・監事を延べ15年間

務めさせて頂きましたが、公務の関係で充分な仕事も

出来ず、単に高体連との連絡係りなってしまったこと

を悔やんでいます。

審判はインターハイでは何度か男女の決勝を、全日

本総合選手権でも１度ずつですが男女の決勝を吹き、

選手のプレーの厳しさを強く感じさせられました。

現在は東京都バスケットボール協会副会長を務めさ

せて頂いております。これからも、何かとバスケット

ボールにかかわり、どんなことでもお手伝いできれば

嬉しいことだと思っております。

尾崎さんと語る

顧問

関悦受

昨年８月、大阪で全日本教員バスケットボール選手

権大会が、「なみはや国体」のリハーサルとして開催

された。その折、大阪協会の会長をされている尾崎さ

んと夕食を共にする機会をもつことができた。丁度、

アトランタのオリンピックが終った直後でのことでも

あり話題は自然と日本女子チームの健闘が中心となっ

た。２０数年前、女子チームの監督として･世界選手権大

会で２位の実縦を残した彼にとってみれば久々の快挙

に嬉しそうに大病の後とも思われない程自分のバスケ

ットボール論を語ってくれた。当時、身長に劣るチー

ムを忍者ディフェンスの名で平面的動きで勝ち取る日

本独自のバスケットを作り出した「手作りのバスケッ

ト」であることを強調していた。その頃の日本協会の

中では未だオリンピックは男子でなければといった考

え方が支配的で、２０数年の空白が生じた事を悔やんで

いた。幸い今日の女子チームの成長も形は違っても、

中川イズムが浸透し手作りに近づいたことを喜び、次

期オリンピックへの夢に期待を脹ませていた。一時再

起を危ぶまれた彼のバスケットへの情熱の深さに驚か

されながらも有意義な一刻を過した。

振興会の方々も、彼に劣らぬバスケットボールへの

情熱の持ち主でしょうし、仕事の内容も大変立派で日

本のバスケット・ポール界に欠かすことのできない事

項ばかりと思います。しかし現在の鱈世情は全部を満足

させることのできる状態ではありません。振興会ニュ

ース第４号で編められている項目の中で、先ず何をし

なければならないのかを整理し現実にできるものから

解決していく方向を是非とっていただきたい。私も４

月から年金生活者の１人になります。金銭的な協力に

は限度がありますが、今後できる施囲でのご協力をし

ていきたいと考えています。一層のご指導をお願いい

たします。
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バスケットポールを

やっていてよかった

顧問

関四郎

久し振りに出勤時間（朝）に外出する機会があって、

中央線ＪＲの新宿駅でフォームに降り、混雑する人達

と共に階段を降りかかった時、前の人の足にひっかか

り危うく倒れかかったが、幸い横の人との隙間に上体

を滑らせ、運良くディフェンスのサイドステップの椎

えで倒れるのを免れることが出来た。その後数日たっ

て家の８畳の部屋から板の間に出るところの敷居に蹟

き、ロ出瑳に倒れかかった時もうまいことに両手が前に

出て転倒を支えてくれた。

このようなことがあってから考えて見るに70歳を過

ぎた４．５年前から仕事の関係で体を動かさなくなっ

てから、時々歩行中や家庭での雑務の間で、“ヒヤリ”

とする様なことが何度かあったが、その都度大きな怪

我や事故に至らずに済んできた。その救われた背後に

は、バスケットボールで培ってきた身体の動きが反射

的に或いは随意的に適切に働いてくれる状況が残され

ていたからではないかと考えられる。

勿論、スポーツのどの種目もそれぞれ特色があって

大きな差はないと思うが、バスケットボールは、身体

の全機能を総合的に使い、走ること、跳び上がること、

ポールを捕み投げること、そのうえポールをパスする、

ドリブルする、ショットするなど、片手ききから両手

ききに使いかえ、ゲーム中の状況の変化に対して適確

な判断を敏捷に行ない、よい反応による活動が伴うよ

うに鍛えられてきたからではないかと推測され、特に、

これらの判断を行うための周囲の状況把握には、直接

視野で前方や相手の直視をすると共に、間接視野で側

方の相手を注意深く読んでいくことが極めて重要で、

これまでの練習やゲームのなかで自然に身についたの

ではないかと自負し今後も安全に過ごせるであろうと

日々感謝している今日この頃であります。

頭の中からｽｹｯﾄ

のことが離れなかった

顧問

日高明

東京を離れてから早くも10年が経ちました。退職し

て丸２年が経ち、今は自由の身で南国宮崎の地に住ん

で居ます。宮崎は青島の近くで１年を通して温暖で、

ゴルフや釣りを楽しみながらやがて74才ほ迎えようと

しています。1936年にはじめてボールを握ってから６０

年近く経ちましたが、牧山会長をはじめとして諸先輩

方が御活躍中のことを思えば、私などは未だ若輩なの

かも知れません。

過去60年を顧みると、現役選手の時、コーチの時、

協会役員の時と殆んど毎日々々が勝負の世界であった

し、頭の中からバスケットのことが離れなかったよう

な気がしています。ここ２年程は、ＢＳテレビでみる

ＮＢＡのゲームやスポーツイベント‘‘バスケットボー

ル”や振興会ニュースが情報源になっているのみで、

なまのゲームに接する機会がなくなったのが残念です。

それでもゲームを客観的に見られるという利点があり、

それなりにバスケットボールを見つめ直すことも出来

るわけです。

どうしたら日本のバスケットが再び世界で活躍出来

るようになるのか？その具体的な策は何だろうか？

機会があれば私なりの考えを提言申し上げたいと考

えて居ります。

終りに、バスケットボールを通して、全国的に知己

を得ました諸先輩、同輩、後輩の皆様方の益々の御活

躍と御発展をお祈りして筆を措きます。

’
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当 時の思い出

顧問

山螺敏夫

私も昨年古稀を迎え、７０代の仲間入りをしました。

未だバスケットにとりつかれ縁を切ることが出来ずそ

の魅力に驚嘆しています。終戦後の昭和21年から23年

頃が大学リーグに参加させてもらったなつかしい時代

です。当時の東大は一部リーグで優勝一回、常に上位

の成績をあげていたものです。ちなみにリーグの一部

に所属していたのは、文理大（現在の筑波大）、早大、

慶応、明治、立教と東大の六大学です。高校の先輩で

ある富士秀雄理事長の推煎で振興会に名をつらねさせ

ていただきました。昭和37年（1962年）以来駒沢大学

で英語を教えるようになり同大学でバスケット部の部

長を30余年つとめました。駒大バスケットはリーグの

二部と三部を往復していきましたが、現在も牧野茂監

督のもとで大いに活躍しております。母校の東大と駒

大とが常にリーグ戦で顔合わせをしてきたのも不思議

な縁と思っております。

更に当バスケット振興会の役員名簿を手にした時、

そのなつかしさに昔へ逆もどりしたような錯覚におち

いりました。コートの中で活躍する井上一男、関口荘

次、加藤雅春、青井水月（いずれも文理大）、大塚周

一（早大）、小張剛作（早大）等のドリブルやジャン

プショットが目の前に浮かび上ってきました。又、私

共があこがれていた先並方の中から牧山圭秀会長（早

大）、畑龍雄、池田博氏（共に東大）の名が浮かび上

って来て、本当に夢心地の思いが致しました。最近は

やや体調をくずし直接プレーに接する機会は少くなり

ましたが、野球、ゴルフ、ボクシング、サッカー、バ

レー等にまで広まってきたスポーツのプロ化に思いを

いたし、我がバスケットボール界も世界への飛躍を望

みオリンピックを始め、世界の槍舞台への大活躍を望

むのは私だけなのでしょうか。私の記憶違いや、乱舞

は老いに免じてご容赦下さい。

雑感

理事

下問光雄

日本リーグの男女決勝は仲々味があった。リーグ機

構の位置づけはさておき、男子外国人２人制は、観せ

るという点で成功しているし、若い人を魅せる方向づ

けにも役立っている。また各チームの指導者の夫々の

意見をチームが理解し、チームの思想として勝利に結

びつけようとする努力も見えて楽しみもあった。日本

ではジョーダンのように個人でバスケットを表現する

のは無理だが、チームとしての表現が出て来たのは貴

重である。外国人導入以来、ポストにパスインして、

センター同士の１対１が勝負を決する単調なバスケッ

トが横行していたが、最近は、ディフェンスを固めて

速いテンポの動きでチャンスをつかむ形でゲームをコ

ントロールするチームが増えて来た。女子の２チーム

は甲乙つけ難く、男子は、“いすず”の分厚いチーム

カが制したか、トヨタのバスケットか、日本ナショナ

ルチームの目指さねばならぬ方向を示しているように、

私は思う。外国人２人制は双刃の剣であり、成功の一

方、日本人センターは育たず、山崎君一人という状況

である。全日本選手権ぐらい日本人だけでやればよい

と思っていたが、これも外国人に全面解放ゆえ、今後、

どのようにセンターを育ててオリンピック出場を果た

すか課題となる。シドニーは、２世選手等々で分があ

るとしても将来どうするのか。ナショナルチーム対外

国人選抜のケームを数多く組むべく、協力を要請する

のも一法。なお、ナショナルチームだが、男子の場合、

私の夢は、小浜総監督、シャローヘッドコーチ、倉石

アシスタントコーチで、選手は、このスタッフに自由

に選んで貰うことで、必ずオリンピックに出場できる

と思うのだが、協会はどう選考されるのだろうか。シ

ャロー氏を招請するのか、オリンピックへの最も近道

と私は考えている。
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国民体育館物語

理事

中川幸男

懐かしい国民体育館

往時、国民体育館は東京神田・一ツ橋の共立講堂の

隣、カソリンスタンドの裏にあった。戦争前につくら

れた唯一の国有室内体育館施設であった。戦争後しば

らくは進駐軍に接収されナショナルジムと称されて、

民間の使用はできなかったが、昭和25年頃返還されて

バスケットのメッカになった。

３００坪程の敷地に本館と15ｍ程の屋外水泳プールが

付帯していた。暇なときはバスケットでかいた汗を流

しつつ水泳で遊んだものだ。本館は木造でバスケット

1面のほか事務室と宿直室、喫茶室、２階に小さな会

議室があった。相当に老朽していて雨漏りはするし、

廊下は弓なりになっていまにも底が抜けそうであった。

しかしコートは戦前、特注した外材を使ったと言うだ

けあって多年の風雪に耐えいささかの狂いもなくガッ

チリしていた。観客席と言えるほどのものはないので、

日本協会はなけなしの財布から５万円程を捻出してス

タンドを建設した。樫材を階段式に５段に組みボルト

で固定した移動式でコートサイドに設腫した。300人

程座れた。

当時のバスケットの主な競技会はほとんどここで行

われた。もっとも全日本の決勝や国際試合ともなると

両国の旧国技館（メモリアルホール）等に持って行っ

たが一東京体育館や早大記念会堂などができる前の話

である。

国民体育館の欺地は隣接する共立女子大学に狙われ

ていた。共立はここに学校の体育施設を作りたかった

らしい。学長の鳩山薫子さんの名で何度か文部省に払

い下げ申請が出された。その都度、日本協会の強力な

反対で流れたが、鳩山一郎元首相の周辺からの圧力も

あり昭和30年代になってとうとう共立の手にわたり、

懐かしの国民体育館は消滅してしまった。文部省はこ

の金で北区西ガ岡にサッカー場（今は研究所になって

いる）を建設した。

国民体育館施設のヤミ利用

国民体育館は文部省所管でその運営経費は文部省か

ら支出される。一方施設利用料は文部省に納入され運

営経費に充当されることはない。ところで運営経費、

とくに光熱水費の予算は極度に切り詰められていて年

度の前半で遣い切ってしまう。すると体育館を利用し

たくても電気もつかない。水も出ないということにな

る。秋のシーズンを迎えてこれでは困る。それで文部

省の担当と相談して、毎年秋から次年度予算が確定す

るまでヤミ利用した。

建前上は国民体育館は光熱水質を遣い切ったので当

分閉館ということになっている。そこで閉館中の管理

は日本協会に任せて貰うことにしたのである。

つまり日本協会協会でコート割りをし、使用料をと

って光熱水費等を支払う。不足が生じた場合は日本協

会で補坂する、というわけである。コート割りは以前

から文部省にかわってやっていたので苦にならなかっ

た。ただバスケットで独占するとあとがうるさいので、

たまにバドミントンとかフェンシングなどをいれた。

経費は使用料で賄って余裕が出たので期末の使用料は

無料にした。勿論文部省には見てみないふりをしても

らった。

頑固一徹の管理人

国民体育館の管理人に富永さん、藤本さんという老

人がいた。藤本さんは温厚な人だったが、富永老は人

が良かったが頑固でてこずった。まず土足で玄関に入

ろうとすると雷が落ちる。煙草など吸おうものなら帯

で追っ掛けられる。500人も入れば満員になってしま

う体育館だからそれ以上は絶対に入場させない。２階

の手すりに観客が入ろうものなら気違いのように怒鳴

り阻止する。ポール等競技用具は絶対預からない。国

民体育館の名物親爺だった。

怒鳴られるのは大抵学連の若いマネージャである。

この連中は悪智恵が働くから仕返しを考える。富永老

の愛妻のつくった弁当をそって食ってしまったり、作

業衣を水浸しにしたり、椅子に風船を隠して破裂させ

たり、「不良ども、またやったな！」富永老は怒り心

頭、それを見て学連は大笑いするのである。

事務室の隣にある宿直室は畳敷で恰好の溜まり場で

あった。競技終了後この部屋で役員やマネージャー等

が一杯やりながら長談義をする。宿直室は自分の部屋

と心得ている富永老は心中穏やかでないが、流石に協

会の長老には遠慮がある。柿の種などつまみを差し入

れながら「そろそろ時間で一」等の暗に空け渡しの催

促をする。これを見習って学連のマネージャー達もこ

の部屋を利用するようになった。あるときスキヤキ会

をここでやった。日頃世話になっているからコート掃

除は自分達でやるからと富永老を先に帰宅させ、その

あと盛大にはじめた。翌朝出勤した富永老は仰天した。

一升瓶は転がり鍋は焦げつき、畳は煙草の吸殻が点々、

「バスケットの餓鬼どもが！」富永老は日本協会に怒

鳴り込んだ。

それから数日後、スキヤキパーティの首謀者数名は

常永老の前で手をついて詫びをいれた。怒気満々の富

永老だったが畏まった学連の連中をみて少し気の毒に

なったのか「若いときは多少羽目を外すことはある。

今後は気をつけてもらうことにして、まあ今日は一杯

やれヨ」と押入れから一升瓶を持ち出した。
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バスケット｡

詩吟。パチンコ

理事

薄井千代

私の趣味はバスケット、あとは殆どが三日坊主が多

い中で、１２年も続いているのが、詩吟です。趣味の段

階から抜けきれず少しも上達しておりませんが、ボケ

防止の為と言って、始めたのが、少しは役にたってい

るのか、自分ではボケていないつもりですが？詩吟

は複式呼吸ですので、声はださなくても、電車の中で

爪先で立って、呼吸法を行っており、よろけた時、囲

りの方々にご迷惑をおかけしております。声を出すこ

とは楽しいです。友達に古くさい詩吟などせず、カラ

オケをやったらと言われますが、私は音痴なのです。

それで詩吟も上達しないのかも。先生に言われましたｃ

どうしようもなかったが少しは吟らしく、なって来

たと言われ嬉しくもあり、淋しくもありましたが、こ

こまで頑張って来たのだ。あと何年この世にお邪魔し

ているかわかりませんが、吟じつづけるつもりです。

もう－ツの趣味として、パチンコがあります。その日

の感情を台にブッツケます。怒り、楽しさ、悲しさを

台は反応してくれるように思います。

出ないと言って怒る人、私はそんな時にもバスケッ

トでの楽しかったこと等、色々思い出し乍ら我慢の子

です。あと楽しみは稽古の帰りに仲間と一杯やり乍ら

のお喋りです。なんと言っても一番好きなのはバスケ

ットかもしれません。

伊勢市の全国

大会の応援に行った

参与

小島典江

私が入社した頃は、当社（東京海上）のチームもま

だ日本リーグ２部に在席していた。少ない人数は今と

変わらないが一番いい時期だったかもしれない。

関東実業団リーグに降格した時は最上級生で、表現

のしょうがないくらい惨めになった。翌年の入替戦で

復帰を目指したが…。あれから関東リーグに甘んじて

いる。現役を退くとなんとなくチームからも足が遠の

いてしまい、現役とＯＧの満を作ってしまったようだ。

日頃、罪滅ぼしと言う訳でもないが、２月に伊勢市

で開催された全国大会の応援に行ってきた。ｌ試合め

を観戦し、とても不安になった。あまりにもできが悪

い。しかし２試合、３試合とこなしていくうちにチー

ムも上昇、特に３試合めは素晴らしいできでとても感

動した。帰りの新幹線の中でもその興奮やまず。

現役に感謝すると共にこれをきっかけに少しずつ溝

をうめるべくＯＧとしての責任を果たそうと思う。現

役選手もＯＧが応援に来たくなるような試合をしてほ

しい。厳しい環境の中で自分の時間をさいてやってい

るのだから、悔い無き現役生活を送る様に。

一
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バスケットに一言

参与

庄司 芳

バスケットボールにたずさわってから休むことなく

どっぷりつかっている１人です。人生を重ねたものが

何か物申すとすぐ愚痴になりがち、気をつけながら物

申すとおもしろくも何でもない。そこで、めげずに最

近のバスケットボールに一言。

流行は繰り返す様です。２０年前の背広が「今ちょう

ど合う」とも言われます。私のバスケットボールはた

だ馬車馬のごとく、指導者は神様とおなじ、言われる

ままに雑念をすべて捨て、短い競技生活だただひたむ

きにやってきました。トレーニングマシンもなく、今

とは逆に水は飲むな、水の中に入るな、うさぎ跳びは

最高の精神トレーニングだ。変われば変わるものですｃ

しかし、うさぎ跳びをやりすぎて足を駄目にしたもの

は一人もいなく、今では皆人生の指導的立場になって

いる。スポーツをやる者は丸刈り頭が定番、なぜなら、

それが一番いい条件だからだ。

アジアでさえ遅れを取っている日本。今時の指導者

理念の問題よりも、まず昔に戻って、基本に忠実に余

分なものはすべて捨てて取り組めないものか。髪型が

何だ、異性、酒、タバコなど問題の外だ。１００年計画

でもアジアで勝てないだろう。どんな仕事もそれなり

に下足番から一歩一歩のぼりつめ、人間の喜怒哀楽を

重ね、一端になって行く。スポーツ選手は頑張っても

30才までだ。これは、人生の肥やしだ。

今の日本は、ルーズポールスピリットで、どこの国

にも勝てないだろう。少し考えてみよう。なぜ他の国

の選手は土壇場であの力が出てくるのだろうか。簡単

です。やっていけないことはせず、ただひたすらに教

えられたことに忠実に全力で向かっていってるのみだ。

そう言う意味では、我が母校はさすが全日本選手、い

や世界に通用する選手作りを目指していると思いきや、

最近は、堕落の道を歩み始めたようだ、ただ勝てばい

いわけではないし、どこかの誰かが本気で、根本から

立て直して欲しい。日本を変えて欲しい。我々はこぞ

って後押ししようではないですか。流れを変えましょ

う。頭を高くして、寝てられる時代はもうすぐ終わる。

日本には、天敵が必要だ。もっと野生を！問題は山

積みだろうが！やっぱり愚痴になってしまった様で

す。

二足の草鮭を

はきながら

参与

松岡憲四郎

渡辺誠君の熱心な勧誘により入会致しましたが、著

名な大先輩諸氏がお集まりのこの会に名を連ねたこと

に、いささか戸惑いを感じています。

18年間、学生女子、男子の連盟に携わり、この３月

で日本学連の総務部長の４年間の務めがひとまず区切

りを迎え、向後２年間は関東女子学連の理事長に推さ

れ、生業である会社業務と共に、まだまだ二足の草鮭

をはきながら、運営の“現場”で忙しく動いている身

であり、多くの会員の皆様のように大所高所から日本

のバスケットボールを語る立場ではなく、むしろ浅学

非才・未熟の身、機会がございましたら、ご指導、ご

叡慮賜りたく思っている次第です。

４０年間、“順調”ではありませんでしたが、いろい

ろな形でバスケットボールに携わってきて、今でも係

わっている事を思う時、周囲の皆様方のお陰と感謝し

ております。

私がこれまで携わってこれたのは、バスケットボー

ルの競技性等そのものが好き…という事もさることな

がら、自分が“バスケットの好きな人が「好き」だか

ら…”なのだと思います。

各々の立場や取り巻き状況により、いろいろな意見、

主張がありますが、何が“基本”かを問いかけながら、

より良くする為に、より発展する為に何をすべきか…

を集約し、それを実行していく中で、人と人の関わり

合いを大切にしたい…と思う今日この頃です。
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むずかしいこと

はわ か り ま せ んが

会員

佐藤綾女

ポードセーリングで色とりどりの帆が海にゆれる千

葉市美浜区に家族４人、４羽のオカメインコと共に生

活しております。私は現在後楽園スイミングスクール

で水泳のインストラクターとして成人や子供達と共に

プールの中を動きまわっている日々です。子供達とす

ごしていると年齢を忘れていますが、道路いっぱいひ

ろがって自転車で走っている高校生を見ると、文句の

一つも言いたくなる世で言うオバタリアンの仲間にな

ってしまいました。

第一銀行（第一勧業銀行）勤務時代に全実の競技委

員会のお手伝いをさせいいただいた関係で振興会に入

れていただき、久々のパーティーでなつかしい方々に

お目にかかると、とても楽しく、永いブランクがふき

とんだような気がいたします。バスケットとは数年離

れていましたが、千葉市から依頼されミニバスケット

の普及のため小学校をまわったり、地域の子供のチー

ムの指導をしたりしました。しかし学校体育と社会体

育とのはざまで悩むことも多く、個人的には限界を感

じ、今ではすっかり手をひいてしまいました。

沢山の子供達にバスケットの楽しさを知ってもらい、

バスケット人口の底辺をひろげる努力ももっと必要だ

と思います。また種々のゲーム等に関する情報が一般

の人には知りにくく、もっとメディアを通してのＰＲ

があっても良いように感じます。むづかしい事はわか

りませんが、幕張メッセ近くのコートで数人の人々が

シュートをしている姿等を見ると、もっともっとこの

ような風景が見られるようになると良いな－と心から

思うこの頃です。
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